
 

 

 

 

 

 

発 言 通 告 書  
 

令和 3年 9月 9日 

松 山 市議 会議 長   若 江   進  殿 

松 山 市 議 会 議 員  小 崎 愛 子    

次のとおり通告します。   
 

発言順位 １６ 受領日時 9月 9日 午前 10時 30分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨  

1 コロナ対策学生支援について （１）「松山市特例奨学資金貸付制度」の貸付人数と金額及び学生の 

   実態について問う。 

   また、今後、本市独自の臨時奨学金制度を創設する考えはないか。 

  （２）大学と連携して学生生活の実態調査を行い、必要な支援制度を 

   創設する考えはないか。 

   また、行政が米や野菜を購入し学生に配付する支援をすべきと 

   考えるが、所見を問う。 

  （３）大学構内にも生理用品を配備すべきと考えるが、所見を問う。 

  （４）新卒者就職について、企業や新卒者の就職を支援する制度に 

   ついての具体的な施策を問う。 

  （５）大学構内で PCR検査を受けられるようにするべきと考えるが、 

   所見を問う。 

   

2 コロナ禍での女性支援について （1）「女性のための相談強化等事業」業務委託の事業者はどこに 

   決定し、いつから実施するのか。 

   また、相談体制や問題解決のための専門家との連携について問う。 

  （２）本市の独自予算で「女性のための相談強化等事業」を継続 

   すべきと考えるが、所見を問う。 

  （３）これまでの生理用品の配付状況と受け取った人の感想を問う。 

  （４）本市の小・中学校での生理用品の配付状況はどうなっているか。 

   また、女子トイレへ設置すべきと考えるが、所見を問う。 

   

   

 



松 山 市 議 会 議 員  小 崎 愛 子    

 

 2 枚中 2 枚目 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨 

3 介護保険制度と地域包括支援 （１）8月からの補足給付の変更で負担増になる人もいるが、利用者 

 センター運営事業について  負担段階別の人数と負担額を問う。 

  （２）今回の変更で、利用者やその家族、施設の職員からの怒りや不安 

   の声はどのようなものがあったのか。 

  （３）市として今回の改悪についての認識を問う。 

  （４）地域包括支援センター運営事業でセンター等を増やすことによる 

   高齢者の相談業務の充実や、サブセンターでの役割を問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


